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渡航計画の概要 Outline of the travel plan 
 
[研究目的・内容] 
 本研究は、1950 年代末から 60 年代前半にかけて、なぜアメリカが日本との宇宙協力を推進したの

かを実証的歴史学の手法を用いて明らかにすることを目的としたものである。日米宇宙協力は 1964 年

後半以降核不拡散の再検討の影響を受けて進展したことが先行研究において明らかにされてきた。そ

れに対して、本研究では 1964 年以前の日米宇宙協力の検討過程に焦点をあてる。 
具体的には、２つの課題に取り組んだ。1960 年前後の中曽根康弘による日本側の対米宇宙協力推進

にアメリカ政府はどのような方針のもとでどのように対応したのか、そして、中国の核実験がもたら

す心理的影響を抑えるための一手段として日米宇宙協力がどのように発案され検討されていたのか、

を明らかにすることである。 
[渡航計画] 
本研究は、実証主義に基づく歴史研究であり一次史料の収集が不可欠である。そのため、アメリカ政

府の一次史料を所蔵・公開している史料館を利用するためアメリカへと渡航した。3 週間ほどの滞在で、

アメリカ国立公文書館（カレッジパーク）、アメリカ連邦議会図書館、ジョン・F・ケネディ大統領図書

館において史料収集を行った。 
 
成果 Outcome 
  

本渡航における史料収集の結果として、上述の 2 つの課題に対応した史料を収集することに成功し

た。中曽根康弘の日米宇宙協力推進への対応に関して国務省内で作成された文書や 1960年代前半にお

けるアメリカ政府の全般的な宇宙協力方針に関わる文書を収集できた。また、中国の核実験がもたら

す心理的影響への対応を検討した省庁間グループに関する文書やホワイトハウスが中国の核実験に関

してどのように検討していたかを示す文書を収集できた。総じて、当初想定していた史料はそのほと

んどを収集することに成功したと考えている。 

 
今後の展望 Prospects for the future 
 

今回の渡航で収集した史料の分析を進め、2023 年度中に学会（関西アメリカ史研究会もしくは日本

国際政治学会）で口頭発表を行うとともに学術論文として早期にまとめ、研究結果の公開に取り組ん

でいきたいと考えている。また、今回の渡航で焦点をあてた 1964年までの日米宇宙協力の政策的背景

をもとに 1965年以降の日米宇宙協力の進展の意味を再検討し、宇宙開発が日米関係に与えた影響につ

いて考察していきたいと考えている。 
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